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表紙写真 

「陶炎祭の土面」 
（茨城県笠間市） 

茨城県の代表的な伝統工芸品・笠

間焼。年に一度、茶器から現代的な

ものまで魅力的な笠間焼が一同に

そろう陶炎祭（ひまつり）が開催され

ます。写真のかわいらしい土面は地

元の小学生たちによるものです。そ

れぞれが個性豊かで土ならではの

素朴さと温かみが伝わってきます。 
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原子力技術の研究開発は 
安全と平和利用を大前提に 
暮らしと未来に貢献する 
プロジェクトです 

特集 
 

最先端科学を駆使し、 
ミクロの世界を探究する 
J-PARCプロジェクトへの期待 

げんきなスタッフ 
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科学技術の粋を極め 
世界最先端の研究を推進する 
J-PARCが期待されています 

わたしたちの研究① 

ヤケドや傷をキレイに速やかに治す！ 
電子線照射技術を応用し、 
新しいハイドロゲル創傷被覆材を開発 
 

特許ストーリー① 

与謝野 馨 国務大臣が語る 
原子力開発の未来 
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核燃料サイクルの技術を確立させ
てエネルギ－の安定供給を図るこ
とや原子炉施設の安全性を向上さ
せる研究、また核融合エネルギー
の実用化に向けた研究活動を推進。 

　
原
子
力
機
構
は
、
そ
の
幅
広
い
研
究
分
野
を
活
用
し
、
社
会
に
貢

献
す
る
目
的
を
担
っ
た
総
合
的
な
研
究
開
発
機
関
と
し
て
歩
み

始
め
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
な
る
安
全
研
究
を
は
じ
め
、
長
期
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
ほ
か
、
幅
広
い
分
野
の
技
術
開
発
を

目
標
と
し
て
い
く
計
画
で
す
。
現
在
そ
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
展
開

し
て
い
く
原
子
力
機
構
の
研
究
・
業
務
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

特 集 

原子力機構の主要プロジェクト 

長期的エネルギー安全保障 

MOX燃料製造 

中性子を使って物質科学や生命
科学研究のほか、イオンビームや
ガンマ線を用いた医療や産業の
分野で研究開発など、原子力の特
性を生かした研究を行う。 

新しい科学技術の開発 

J-PARC

超重元素核科学や物質生命科学な
どにいえる先端基礎研究、原子核か
らマクロまで幅広い物質系の研究
ほか、原子力に関わる環境工学研
究など原子力の可能性を追究する。 

原子力の基礎研究 

先端基盤研究センター 

原子力研究で大きな課題となっ
ている、放射性廃棄物の処理や
処分について、ガラス固化技術か
ら地層処分まで安全で合理的な
処分を研究。 

施設の安全管理を確保し
たり、原子力防災への技
術支援、地域住民の安全を
確認するための活動など。 

廃棄物処理の確立 安全管理と防災 

海外機関と交流や共同研
究などを推進、また国内で
は民間企業への技術移転
も。さらに原子力の情報は
随時公開し、地元住民に理
解を求める。 

社会協力と共生 

放射性核種移行試験設備 

　
原
子
力
の
研
究
や
技
術
開
発
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
へ
の
応
用
を
可
能
と
す
る
最

先
端
事
業
と
い
え
る
も
の
で
す
。 

　
原
子
力
機
構
で
は
、
資
源
に
乏
し
い
我

が
国
を
支
え
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
長

期
的
な
安
定
供
給
を
目
指
し
て
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
技
術
や
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
技
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
安
全
確
保
を
前
提
に
、
施
設
及
び

地
域
の
安
全
対
策
や
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の

処
理
・
処
分
の
研
究
開
発
、
核
不
拡
散
技

術
開
発
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

情
報
公
開
や
地
域
住
民
の
理
解
に
努
め
、

社
会
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
量
子
放
射
線
応
用
技
術
、
物

質
科
学
、
先
端
基
礎
研
究
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
産
業
や
工
業
、
農
業
な
ど
の

広
い
分
野
に
臨
ん
で
い
く
こ
と
も
事
業
の
一

環
と
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
の
科
学
技
術
を

応
用
し
て
有
用
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
発
展
に
も
非
常

に
有
意
義
で
す
。
原
子
力
機
構
は
そ
の
一
端

を
担
い
、
豊
か
な
発
想
と
実
行
力
を
生
か

し
新
た
な
一
歩
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

原
子
力
機
構
が
担
う
こ
れ
か
ら
の
研
究
と
業
務
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
目
標
に
科
学
技
術
の
粋
を
極
め
る
 

イオンビームを植物に照射することで、新しい突然変異
体を作り、品種改良や植物の育成を推進する研究。 

国際熱核融合実験炉(ITER)計画は核融合炉の本格的な燃焼実験を世
界で初めて実施することを目指しています。2001年に工学設計活動
を終え、ITERの設計が完成。そして2005年、ITERの建設地がフラン
スのカダラッシュに決定。現在、建設に着手するための準備が進行中です。 

量子線の生物応用 

国際熱核融合 
実験炉（ITER）概念図 

　
原
子
力
シ
ス
テ
ム
は
少
な
い
資
源
で
、
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能

で
す
。
し
か
し
こ
の
資
源
に
も
限
り
が
あ
る

こ
と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。エ
ネ
ル
ギ
ー
を

安
定
確
保
し
て
、
広
く
供
給
し
て
い
く
に
は

燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
何
度
も
利
用
す

る
方
法
が
今
、
最
も
有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
研
究
さ
れ
て
い
る
高

速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
今
ま
で
の
軽

水
炉
を
使
っ
た
サ
イ
ク
ル
に
比
べ
て
、
経
済

的
で
環
境
に
も
調
和
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
原
子
力
機
構
が
進
め

て
い
る
課
題
は
、
研
究
開
発
の
中
核
で
あ
る

高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
実
用
化
を
目

指
し
て
発
電
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
の
信
頼
性
を

実
証
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
「
も
ん

じ
ゅ
」
の
改
造
工
事
を
進
め
て
安
全
性
能

を
高
め
る
他
、
高
速
炉
の
シ
ス
テ
ム
設
計
や

使
用
済
燃
料
の
再

処
理
技
術
を
高
度

化
す
る
な
ど
多
岐

に
渡
っ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
原
子
炉
施
設
の

安
全
研
究
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
試
験
研
究

を
行
い
、
軽
水
炉
の

安
全
研
究
や
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
技
術
の

安
全
性
、
原
子
力
施

設
の
リ
ス
ク
な
ど
を

厳
し
く
評
価
、
管
理

し
て
い
く
計
画
で
す
。 

　
ま
た
将
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る「
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
軽

い
原
子
核
同
士
を
融
合
さ
せ
、
重
い
原
子

核
に
変
化
す
る
と
き
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。
原
子
力
機
構
で
は
こ
の
核
融

合
発
電
に
向
け
て
の
研
究
開
発
に
成
果
を

み
せ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
原
子
力
に
は
、
多
様
な
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
量
子
ビ
ー
ム
を

使
っ
た
研
究
も
そ
の
一
環
で
、
中
性
子
を
利

用
し
て
遺
伝
子
研
究
を
行
う
「
中
性
子
科

学
研
究
」や
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
や
ガ
ン
マ
線
を

用
い
て
原
子
の
配
列
を
変
え
る
な
ど
材
料

開
発
を
行
う
「
量
子
線
応
用
利
用
研
究
」

な
ど
、
医
療
や
産
業
に
関
わ
る
技
術
開
発

も
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
に
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
深

く
浸
透
し
て
い
る
技
術
も
含
ま
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
研
究
を
進
め
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

人
類
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
建
設
中
の「
J-

P
A
R
C
」

（
大
強
度
陽
子
加
速
器
計
画
）は
、
最
先
端

科
学
技
術
の
研
究
施
設
で
す
。
量
子
ビ
ー
ム

技
術
の
有
効
利
用
と
産
業
界
で
の
実
用
化

を
目
指
し
た
研
究
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

桃・丸弁 

原品種「ビタル」 

複色・丸弁 

真紅 
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ガラス個化体 
ガラス溶融炉で溶融したガラスをステンレス性のガラ
ス固化体容器に注入・収納し、空気で冷却保管します。 

※東海再処理施設で製造されたガラス固化体 
　高さ:104cm　外径:43cm　重さ:400kg 
 

三宅島火山性ガスの移行予測図 
環境工学研究における大気中の放射性物質の移行予測モデルや分析、及び
モニタリング技術を利用して、三宅島の火山性ガスの飛散予測を立てたもの 

医療 

がんの放射線治療はよく知られています。バクテ
リアを殺す性質から医療器具や生薬などに放射
線を当てて滅菌及び殺菌したり、火傷や手術の傷
を覆って皮膚を修復する効果のある“創傷ハイド
ロゲル”など、さまざまな医薬材料を作るときに
も利用されます。 

じゃがいもの発芽抑制 
収穫後4～5カ月のじゃがいも。(左)ガンマ線を
照射していない場合。(右)ガンマ線照射の場合 

セラミック複合材料 
電子線照射で強度と耐熱性を向上させたSic繊維、
Sic複合材料とその応用製品 

工業 

放射線の工業利用率はかなり高く、全体の85％
を占めます。物体に照射すると吸収されたり透
過する放射線の性質を利用し、物体を壊さず中
の状態を観察する非破壊検査や計測機器などが
作られています。このほか物質の性質を変える
性質で、発泡ポリエチレンや難燃性電線、タイヤ
などの製品作りにも役立っています。 

農業 

農業分野では食品に照射して保蔵性を高めたり、
ガンマ線にあてて不妊化させた害虫を野外に放ち、
根絶させる不妊虫放飼法など有効に使われていま
す。ほか農作物や園芸植物などの品種改良や、飼料
殺菌、また放射線で突然変異した作物などの品種
改良を行う放射線育種などの利用も進んでいます。 

資源 

放射線の殺菌作用を生かし、下水汚泥の殺菌・処
理を行います。農林産廃棄物であるワラやもみ殻
などセルロ－ス質のものや、カニ殻などのキチン
質の廃棄物は焼却すると環境汚染を引き起こし
ます。放射線で殺菌、分解することで有効利用が
可能に。ほか、重金属の捕集、生物資源にも活用。 

環境 

環境を汚染する有害化学物質や排煙を処理したり、
上水原水や下水汚泥を処理するなどの研究開発
が進んでいます。さらに土の中の微生物で分解さ
れるため環境を汚さない生分解性プラスチック、ほ
か医療分野の研究に使用される環境応答性多孔
フィルム（ポリマーフィルムの一種）などがあります。 

宇宙・原子力 

宇宙開発に有用とされる環境材料の研究などに
有効利用。イオン照射研究施設を使って、宇宙用
半導体素子の信頼性や耐久性を評価する耐放射
性評価、また耐環境材料素子を行います。人工衛
星事業などに必要とされる分野です。 

原子力機構の研究はエネルギー開発だけでなく、 

医療から工業や農業などを支える実用技術を創出しています。 

社会に浸透している幅広い研究成果をご紹介します。 

安
全
管
理
の
充
実
と
、社
会
と
の
共
生
を
念
頭
に
 

原
子
力
技
術
の
可
能
性
を
広
げ
る
基
盤
研
究
も
 

人
々
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
 

　
原
子
力
技
術
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に

は
、
基
礎
と
な
る
研
究
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
追
究
し
て
革
新
的
な
技
術
開
発
を
目

指
す
こ
と
も
、
原
子
力
研
究
に
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
原
子
力
機
構
が
す
す
め
る
基
礎
研
究
の

ひ
と
つ
に
は
、
特
殊
な
装
置
を
使
っ
て
物

質
や
環
境
の
極
限
状
態
を
作
り
出
し
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
を
開
拓
し
て
行
う

「
極
限
物
質
制
御
科
学
（
※
）」
や
、
ウ
ラ
ン
化

合
物
な
ど
の
磁
性
や
超
伝
導
に
関
し
て
物

性
を
解
明
す
る
「
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
物
質
科

学
（
※
）」
な
ど
4
つ
の
研
究
に
取
り
組
む
「
先

端
基
礎
研
究
」が
あ
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
原
子
核
か
ら
材
料
に
至
る
ま
で

を
幅
広
く
解
明
し
て
い
く
「
物
質
科
学

研
究
」、
ま
た
環
境
の
保
全
・
再
生
の
た
め

の
「
原
子
力
環
境
工
学
研
究
」
も
進
め
、
地

域
住
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ

り
高
度
な
技
術
改
革
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、「
原
子
力
環
境
工
学
研
究
」

の
一
つ
で
あ
る
、
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
た

場
合
の
飛
散
予
測
を
立
て
る
研
究
を
利
用

す
れ
ば
、
火
山
性
ガ
ス
の
飛
散
状
況
を
い
ち

早
く
把
握
し
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
す
。 

　
原
子
力
機
構
で
は
、
安
全
対
策
の
徹
底

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
、
緊
急
時
の
適
切
な

対
応
や
技
術
的
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
安
全
管
理
及
び
防
災
に
努
め

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

　
各
施
設
ご
と
に
現
場
に
合
わ
せ
た
安
全

評
価
を
実
施
し
、
外
部
専
門
家
を
交
え
た

安
全
監
査
や
、
保
安
活
動
も
怠
り
ま
せ
ん
。

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
や
施
設
内
で
働
く
人
々
の
安

全
も
確
保
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
防
災
に
つ
い
て
は
国
や
地
方
自
治

体
、
警
察
、
消
防
、
事
業
者
な
ど
に
対
す
る

技
術
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
防
災
対
策

を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
原
子
力
の
平
和
利
用
を
推
進
し
、

核
不
拡
散
の
た
め
国
際
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
念
頭
に
、
原
子
力
に
関
す
る
多
く

の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
海
外
の
原
子
力

関
係
機
関
と
共
同
で
行
う
研
究
開
発
の

ほ
か
、
民
間
企
業
へ
の
多
様
な
技
術
移
転

な
ど
で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
社

会
全
体
を
通
し
て
共
生
を
図
る
こ
と
は
原

子
力
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

も
大
切
で
す
。
情
報
公
開
や
広
報
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
理

解
と
信
頼
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
原
子
力
に
つ
い
て
は
課
題
も
多
く
、
研

究
開
発
に
は
さ
ら
に
尽
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
豊
か
な
社
会
の
た

め
に
信
頼
と
理
解
を
高
め
る
活
動
に
も
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
新
た
に
取
り
組
ん
で
行

く
決
意
で
す
。 

　
原
子
力
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
を
推
進

す
る
に
は
、
そ
の
経
過
で
必
ず
発
生
す
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
問
題
を
解

決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
原
子

力
機
構
で
は
、
廃
棄
物
の
安
全
な
処
理
・
処

分
に
関
す
る
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
時
に
出
て
く
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
、
ま
ず
ガ
ラ
ス

原
料
と
混
ぜ
て
化
学
的
に
固
め
、
安
定
し

た
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
作
り
変
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
30
〜
50
年
間
冷
却
貯
蔵
し
た
上

で
「
地
層
処
分
」
す
る
と
い
う
考
え
方
が

世
界
共
通
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

　
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
非
常
に
安
定
し
た
形

態
で
す
。
こ
れ
を
長
期
間
冷
却
保
管
し
た

あ
と
緩
衝
材
で
覆
っ
て
、
3
0
0
ｍ
以
上
の

深
地
層
に
位
置
す
る
岩
盤
に
閉
じ
こ
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
で

人
間
の
生
活
圏
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
の

処
理
・
処
分
は
、
発
生
量
を
減
ら
す
こ
と

に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
棄
物
の
特
性
に

応
じ
た
処
分
を
行
い
ま
す
。
除
染
し
て
再

利
用
す
る
も
の
や
、
焼
却
灰
を
溶
融
し
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ッ
ト
処
分
に
し
た
り
、
地
層

処
分
に
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
廃
棄
物
は
い
か
に
安
定
化
さ
せ
、
環
境

や
人
体
へ
の
影
響
を
な
く
す
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。 

　
原
子
力
施
設
も
永
久
に
使
用
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
を
廃
止
す
る

場
合
に
は
、
適
切
な
廃
止
措
置
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
い
か
に
安
全
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
発

生
を
抑
え
な
が
ら
合
理
的
に
廃
止
措
置

を
進
め
る
か
。
そ
れ
は
環
境
問
題
に
も
関

わ
る
繊
細
な
作
業
で
す
。
原
子
力
機
構
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
新
型
軽

水
炉
ふ
げ
ん
の
廃
止
措
置
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。 

解説 ※極限物質制御科学：独特の装置や技術を駆使して、物質

や環境の極限状態を原子レベルで解明していくもの。 

※アクチノイド物質科学：ウランや超ウラン化合物にある磁気的な性質

や超伝導に関して、最先端の技術でその物質の性質を解明するもの。 
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与謝野馨（よさの・かおる／国務大臣） 
1938年東京都千代田区九段生まれ。祖父母は歌人の与謝野鉄幹、晶子夫妻。1963年東京大学法学
部を卒業し、日本原子力発電（株）入社。1968年に退社し、中曽根康弘事務所に入り政治家の道へ。
1976年自民党から立候補し衆議院に初当選し、以来当選9回。その間、文部大臣、通産産業大臣、
自民党政務調査会長を務め、2005年から小泉内閣にて国務大臣。明治大学公共政策大学院特別招
聘教授、東京農業大学客員教授なども務める。CS朝日ニュースター「政策神髄」にレギュラー出演中。 

歌
人
の
祖
父
母
と
違
っ
て
、
国
語
力
に
は
 

今
で
も
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
 

日
本
原
子
力
発
電
で
は
若
く
し
て
 

重
要
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
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与
謝
野
国
務
大
臣
は
、
大
学
卒
業
後
、
日
本
で
最
初
の
原
子

力
発
電
所
を
建
設
・
運
転
し
た
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社

に
入
社
し
、
日
本
の
原
子
力
発
電
の
黎
明
期
を
ま
さ
に
渦
中

で
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
曽
根
康
弘
元
総
理
の
も
と

で
秘
書
と
な
り
政
治
家
の
道
を
志
し
て
か
ら
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
本
の
原
子
力
の
発
展
に
深
く
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
与
謝
野
大
臣
に
、
原
子
力
委

員
で
あ
る
評
論
家
の
木
元
教
子
さ
ん
が
、
原
子
力
と
の
出
会

い
や
原
子
力
開
発
の
未
来
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。 

木
元
　
私
が
以
前
司
会
を
し
て
い
た
テ
レ

ビ
番
組
「
三
時
の
あ
な
た
」
や
「
モ
ー
ニ
ン

グ
シ
ョ
ー
」
な
ど
に
与
謝
野
さ
ん
の
お
母
様

に
出
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

よ
。
そ
の
と
き
、
お
母
様
が
し
み
じ
み
と
「
馨

が
政
界
に
出
る
っ
て
い
う
の
よ
。
で
も
私
は

ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
る
の
」っ
て
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

い
ざ
選
挙
に
な
る
と
、
お
母
様
は
も
の
す
ご

く
一
生
懸
命
応
援
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。 

与
謝
野
　
僕
は
小
さ
い
と
き
、
１
人
で
い
る

こ
と
が
好
き
な
子
供
で
ね
。
人
と
話
を
し

た
り
、
何
か
を
一
緒
に
す
る
と
い
う
こ
と
が

も
の
す
ご
く
い
や
だ
っ
た
ん
で
す
。
幼
稚
園

に
行
っ
て
も
、
他
の
子
と
一
緒
に
遊
ぶ
の
が

い
や
で
、
毎
日
幼
稚
園
を
抜
け
出
し
て
１
人

で
家
に
帰
っ
て
来
ち
ゃ
う
登
園
拒
否
児
で

し
た
。
そ
ん
な
子
供
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
、

選
挙
に
出
る
と
言
っ
た
と
き
に
、
お
袋
が

「
オ
マ
エ
が
、
知
ら
な
い
人
の
家
に
行
っ
て
、

ド
ア
を
開
け
て
、
僕
に
票
を
頼
み
ま
す
な
ん

て
言
え
る
は
ず
が
な
い
」
と
、
反
対
し
た
わ

け
で
す
。 

木
元
　
だ
け
ど
、
幼
稚
園
に
行
か
ず
に
、

家
に
帰
っ
て
か
ら
何
を
し
て
い
ら
し
た
ん
で

す
か
。 

与
謝
野
　
１
人
で
遊
ん
で
ま
し
た
よ
。
あ
る

と
き
誰
か
か
ら
、
天
気
雨
が
降
っ
た
と
き

に
穴
を
掘
っ
て
、
そ
こ
に
草
を
入
れ
て
、
ガ

ラ
ス
の
ふ
た
を
し
て
お
く
と
キ
ツ
ネ
の
嫁
入

り
が
見
ら
れ
る
っ
て
聞
い
て
ね
。
僕
は
穴
を

掘
っ
て
、
毎
日
毎
日
ひ
た
す
ら
天
気
雨
を

待
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
か
ら
晩

ま
で
ア
リ
の
巣
を
観
察
し
て
い
る
よ
う
な

子
供
で
し
た
ね
。 

木
元
　
科
学
少
年
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
お

母
さ
ま
と
し
て
は
、
歌
人
の
お
孫
さ
ん
だ
し
、

文
学
の
方
面
の
才
能
を
期
待
し
て
い
ら
し

た
の
で
は
？
 

与
謝
野
　
い
や
、
国
語
力
に
は
今
で
も
ま
っ

た
く
自
信
が
な
い
ん
で
す
。
僕
は
、
麻
布
中

学
２
年
生
の
14
歳
の
と
き
に
、
父
の
転
勤
で

エ
ジ
プ
ト
へ
行
っ
て
、
カ
イ
ロ
近
郊
の
ヘ
リ
オ

ポ
リ
ス
の
イ
ギ
リ
ス
人
学
校
で
３
年
３
カ
月

勉
強
し
て
、
そ
の
あ
と
ま
た
父
の
異
動
で
ス

ペ
イ
ン
と
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
ま
し
て
ね
。
中

学
３
年
か
ら
高
校
３
年
ま
で
の
ま
る
４
年
間
、

日
本
語
教
育
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
日
本
に

帰
っ
て
き
て
麻
布
高
校
３
年
に
編
入
し
た

と
き
は
、
漢
字
が
あ
ま
り
書
け
な
か
っ
た
。 

木
元
　「
あ
な
た
、
与
謝
野
晶
子
さ
ん
の
お

孫
さ
ん
で
し
ょ
う
、
漢
字
が
書
け
な
い
の
で

す
か
」っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね（
笑
）。 

与
謝
野
　
国
語
力
が
な
い
か
ら
、
言
葉
を

大
錯
覚
し
て
覚
え
ち
ゃ
う
こ
と
が
よ
く
あ

る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
小
学
校
１
年
生
の

時
ま
だ
戦
争
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、「
海
行
か
ば
水
漬
く
屍
」（
※
）
と
歌
わ
さ

れ
て
ま
し
て
ね
。 

木
元
　「
山
行
か
ば
 
草
生
す
屍
」
と
続

く
…
。 

与
謝
野
　
そ
う
。
こ
の
歌
の
、「
海
行
か
ば
」

と
い
う
の
は
、
海
に
い
る
カ
バ
の
話
だ
と
、
長

い
こ
と
思
い
こ
ん
で
た
ん
で
す（
笑
） 

木元教子（きもと・のりこ／評論家） 
北海道生まれ。立教大学法学部卒、1956
年東京放送入社、1962年退社後、ニュー
スキャスター、報道番組等の司会を経て、評
論家、ジャーナリストとして、教育、女性、環境・
エネルギー、政治、農業問題など幅広い分
野で活躍中。1998年1月より原子力委員。
著書に「100年後の地球」（絵本）、「わた
しの人生、今が一番」など。TBS「みのもん
たの朝ズバッ！」にレギュラー出演中。 

木
元
　
与
謝
野
さ
ん
は
東
大
卒
業
後
に
日

本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
（
※
）
に
就
職
さ

れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
原
子
力
発
電
だ
っ
た
の

で
す
か
。 

与
謝
野
　
僕
は
弱
く

て
有
名
な
東
大
の
野
球

部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
し
た

の
で
、
野
球
部
員
の
就

職
活
動
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
。
朝
日
新
聞
に

就
職
し
た
い
と
い
う
部

員
に
は
、
名
簿
を
見
て

朝
日
新
聞
に
い
る
先
輩

に
連
絡
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
働

き
か
け
た
り
ね
。
と
こ
ろ
が
い
ざ
自
分
の
番

に
な
る
と
、
ど
こ
に
就
職
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
く
て
迷
っ
て
い
た
ら
、
お
袋
か
ら
「
私

が
入
っ
て
い
る
大
正
会
の
集
ま
り
に
中
曽

根
さ
ん
と
い
う
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
政
治

家
が
く
る
の
。
あ
の
人
の
話
を
聞
い
て
み
る

の
も
一
つ
の
手
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
早
速
中

曽
根
さ
ん
を
訪
ね
た
ら
、
当
時
中
曽
根
さ

ん
も
40
代
半
ば
で
、
ち
ょ
っ
と
威
張
っ
て
い

て
、
こ
れ
が
ま
た
か
っ
こ
よ
く
て
ね
。
僕
が

就
職
頼
み
に
来
た
ん
だ
と
思
っ
て
「
君
は
ど

こ
に
就
職
し
た
い
の
か
ね
」
と
言
う
。「
い
い

え
、
今
日
は
先
生
の
ご
意
見
を
う
か
が
い

に
き
ま
し
た
。
僕
は
ど
う
い
う
分
野
に
す

す
ん
だ
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
い
た
ん

で
す
。
す
る
と
答
え
は
早
く
て
、「
君
、
こ
れ

か
ら
は
原
子
力
だ
よ
。
原
子
力
を
一
生
の
仕

事
に
し
て
や
り
た
ま
え
」
と
き
た
。 

木
元
　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
、
中
曽
根
先

生
も
、
平
和
利
用
と
し
て
の
原
子
力
導
入

に
一
生
懸
命
の
頃
で
す
ね
。 

与
謝
野
　
そ
う
で
す
。
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
か

ら
最
初
の
原
子
炉
を
輸
入
す
る
と
い
う
時

で
「
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
会
社
に
就
職
し
な

さ
い
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
日
本
原
子
力
発

電
に
入
っ
た
ん
で
す
よ
。 

木
元
　
黎
明
期
の
原
子
力
発
電
は
ど
う
で

し
た
か
。 

与
謝
野
　
す
ご
く
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

僕
は
原
子
力
は
高
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、ア
メ
リ
カ
の
発
電
所
は
と
て
も

安
い
受
注
を
す
る
ん
で
す
よ
。
値
段
が
あ
っ

と
言
う
間
に
下
が
る
の
で
、
発
電
コ
ス
ト
は
、

石
油
に
よ
る
火
力
発
電
に
匹
敵
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
原
子

炉
を
買
う
と
き
、
僕
は
コ
ス
ト
計
算
の
担

当
で
し
た
。
ま
だ
で
き
た
て
の
会
社
で
し
た

か
ら
、
若
く
て
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
重
要

な
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。 

木
元
　
下
町
の
元
気
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
み

た
い
な
感
じ
で
す
よ
ね
。 

与
謝
野
　
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て

お
金
を
借
り
る
仕
事
も
し
ま
し
た
。
僕
は

日
本
の
電
力
会
社
で
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入

銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
た
最
初
の
人
間
な

ん
で
す
。
５
年
勤
め
て
僕
が
辞
め
る
と
言
っ

た
ら
、
部
長
が
「
オ
マ
エ
は
、
も
し
か
し
た
ら

社
長
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
辞
め

る
な
」
と
言
っ
た
の
で
決
心
が
グ
ラ
ッ
と
揺

れ
ま
し
た
（
笑
）。
で
も
、
現
在
の
読
売
新

聞
社
長
の
渡
辺
恒
雄
さ
ん
か
ら
「
君
は
中

曽
根
さ
ん
の
秘
書
に
な
れ
。
秘
書
を
数
年

や
っ
て
政
治
家
に
な
れ
」
と
諭
さ
れ
、
政
治

の
道
も
面
白
そ
う
だ
と
、
会
社
を
辞
め
た

ん
で
す
。 

木
元
　
さ
て
、
政
治
の
道
は
面
白
い
で
す
か
。 

与
謝
野
　
面
白
い
と
い
う
よ
り
も
、一
度
こ

の
道
へ
入
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う

（
笑
）。
政
治
家
は
転
身
が
き
か
な
い
ん
で

す
よ
。
国
会
議
員
に
当
選
し
て
か
ら
は
、
原

子
力
の
政
策
を
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
ね
。 
解説 ※日本原子力発電（株）：東京電力をはじめとする9つの電力会社が共同出資し

て1955年に設立された。東海村に日本で初めての原子力発電所を建設した。 

※「海行かば」：大伴家持作詩、信時潔作曲の歌。太平洋

戦争で敗戦するまで、出征兵士を送る歌として歌われた。 
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木
元
　
私
も
原
子
力
委
員
の
１
人
と
し
て

携
わ
っ
て
い
た
「
原
子
力
政
策
大
綱
（
※
）」
が
、

昨
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
２
０
３
０
年
以
降
も
、
総
発
電
電

力
量
の
30
〜
40
％
以
上
を
原
子
力
発
電
で

ま
か
な
う
」
と
し
た
上
で
、「
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
を
基
本
に
、
原
子
力
発
電
を
基
幹
電

源
と
す
る
」「
六
ヶ
所
村
で
の
再
処
理
工
場

（
※
）
の
安
全
操
業
を
目
指
し
、
２
０
１
０
年

ご
ろ
第
２
再
処
理
工
場
建
設
の
予
定
を
考

え
る
」「
２
０
５
０
年
ご
ろ
か
ら
商
業
ベ
ー
ス

と
し
て
高
速
増
殖
炉
の
導
入
を
目
指
す
」

と
、
そ
こ
ま
で
言
い
切
り
ま
し
た
。 

与
謝
野
　
原
子
力
政
策
大
綱
は
、
原
子
力

委
員
会
が
こ
こ
２
〜
３
年
で
や
ら
れ
た
一
番

大
事
な
仕
事
で
す
ね
。
原
子
力
委
員
会
で

本
当
に
公
平
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
面
か
ら
も
、
長
期
的
に

み
た
コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
を
や
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
日
本
の
国
益
に

な
る
こ
と
を
は
っ
き
り
言
っ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
の
原
子
力
の
次
の
飛
躍
に
向
け
て
非

常
に
大
事
な
決
断
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。 

木
元
　
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
と
う

れ
し
い
で
す
。
こ
の
大
綱
を
作
る
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
最
初
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
の
審
議
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
。 

32
人
の
作
成
メ
ン
バ
ー
を
選
ん
で
、
小
委
員

会
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
決
め
、
策
定
会
議
で

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
使
用
済
燃

料
の
再
処
理
と
直
接
処
分
と
の
比
較
衡
量

を
、
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
基
に
行
い
ま
し
た
。

１
つ
目
は
使
用
済
燃
料
は
す
べ
て
再
処
理

し
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
（
※
）
や
将
来
の
高
速
増

殖
炉
な
ど
で
使
う
。
２
つ
目
は
、
六
ヶ
所
村

の
再
処
理
施
設
が
稼
動
し
て
も
使
用
済
燃

料
の
９
０
０
ト
ン
の
う
ち
、
現
在
は
８
０
０

ト
ン
し
か
再
処
理
で
き
な
い
の
で
残
り
の

使
用
済
燃
料
は
直
接
処
分
し
よ
う
。
３
つ

目
は
、
全
部
直
接
処
分
し
よ
う
。
４
つ
目
は
、

今
決
め
ず
に
当
面
貯
蔵
し
、
将
来
の
あ
る

時
期
に
再
処
理
か
直
接
処
分
か
決
め
よ

う
と
い
う
案
。
こ
の
４
案
を
、
安
全
性
、
経

済
性
や
技
術
面
な
ど
10
項
目
に
基
づ
い
て
、

徹
底
的
に
議
論
を
重
ね
て
評
価
し
た
結
果
、

全
量
再
処
理
し
て
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

に
決
定
し
た
の
で
す
。 

与
謝
野
　
み
ん
な
あ
ま
り
気
付
い
て
い
な
い

け
れ
ど
、
最
近
は
、
原
油
が
高
騰
し
て
い
る

の
に
、
電
力
料
金
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受

け
て
い
な
い
。
こ
れ
は
電
力
が
石
油
に
頼
る

割
合
が
低
い
か
ら
で
す
。
も
し
す
べ
て
石

油
に
頼
っ
て
発
電
し
て
い
た
ら
電
気
料
金

も
高
騰
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
暮
ら
し
を
守

る
上
で
も
原
子
力
発
電
の
役
割
は
大
き
い

で
す
ね
。 

木
元
　
し
か
し
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に

は
、
必
ず
立
地
の
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
国

民
の
理
解
が
な
け
れ
ば
行
政
と
し
て
も
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
地
道
に
広
聴
・
広

報
活
動
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
り
ま
せ

ん
よ
ね
。
け
れ
ど
、
実
際
に
立
地
し
て
い
る

地
域
や
、
こ
れ
か
ら
立
地
し
よ
う
と
し
て
い

る
地
域
で
は
、
ど
う
し
て
も„
迷
惑
施
設
“

と
い
う
言
葉
を
使
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
う
考
え
で
は
な

く
、
共
生
す
る
の
は
自
分
た
ち
の
資
産
と

な
る
施
設
だ
と
い
う
発
想
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 

与
謝
野
　「
あ
な
た
は
石
油
タ
ン
ク
の
隣
に

住
む
か
、
原
子
力
施
設
の
隣
に
住
む
か
」

と
い
う
二
者
択
一
の
問
い
が
あ
っ
た
ら
、
私

は
間
違
い
な
く
原
子
力
施
設
の
隣
に
住
む

方
を
選
び
ま
す
ね
。
石
油
タ
ン
ク
の
方
が
何

か
日
常
的
に
危
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
か

ら
で
す
。
原
子
力
の
施
設
の
中
は
、
私
も
現

場
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
放
射
性
物
質
が

外
に
出
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
放
射
線
が
そ
ん
な
に
怖
い
な
ら
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
Ｃ
Ｔ
も
や
め
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
と
い
う
の
は
目
に

見
え
な
い
も
の
に
対
し
て
恐
怖
心
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
放
射
線
っ
て
目
に
見
え
な
い

で
す
か
ら
ね
。
原
子
力
発
電
所
も
故
障
は

す
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
な
る
べ
く
故
障
し

な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に
部
品
を
替
え
た
り
、

検
査
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
。 

木
元
　
原
子
力
政
策
大
綱
も
冒
頭
に
書
い

て
あ
り
ま
す
。「
人
は
誤
り
、
機
械
は
故
障

す
る
」。
こ
れ
を
前
提
に
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。
さ
て
、
21
世
紀
の
原
子
力

で
す
が
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
か
。 

与
謝
野
　
ウ
ラ
ン
資
源
は
ま
だ
ま
だ
見
つ

か
る
と
思
い
ま
す
が
、い
ず
れ
高
速
増
殖
炉

に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
高
速

炉
の
時
代
が
今
世
紀
半
ば
ぐ
ら
い
か
ら
本

格
的
に
始
ま
る
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
後

に
は
核
融
合
の
時
代
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

核
融
合
の
実
用
化
に
は
１
０
０
年
近
い
研

究
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
地

道
に
や
っ
て
お
か
な
い
と
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
か
ら
ね
。
そ
し
て
現
在
日
本
が
行
う
べ

き
原
子
力
に
対
す
る
努
力
は
、
ま
ず
は
立

地
、
そ
し
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
、
高
速
増
殖

炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
研
究
再
開
で
す
。 

木
元
　
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
最
後
に
、

原
子
力
機
構
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。 

与
謝
野
　
原
子
力
機
構
に
は
、
ま
ず
核
融

合
や
高
速
炉
な
ど
次
世
代
に
向
け
た
研
究

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
も
う
一
つ
は
、
在
来
型
の
原
子
炉
に
関

す
る
安
全
性
の
研
究
を
、
機
械
的
な
面
と

人
的
な
面
か
ら
さ
ら
に
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
サ
イ
ク
ル

機
構
と
旧
原
研
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
た

使
命
は
、
組
織
が
一
緒
に
な
っ
て
も
受
け
継

が
れ
、
そ
の
重
要
性
に
お
い
て
ま
っ
た
く
変

わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

３２
名
の
作
成
メ
ン
バ
ー
が
２１
世
紀
の
原
子
力
を
見
据
え
、 

徹
底
的
に
議
論
し
て
決
定
し
た
原
子
力
政
策
で
す
。 

カ
ー
タ
ー
の
原
子
力
政
策
変
更
後
も
、日
本
は
よ
く
ぞ
 

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
捨
て
ず
に
貫
き
ま
し
た
ね
。 

木
元
　
昭
和
30
年
代
に
始
ま
っ
た
原
子
力

開
発
の
当
初
か
ら
、
中
曽
根
さ
ん
を
始
め

日
本
の
原
子
力
行
政
に
関
わ
っ
て
い
た
方

た
ち
の
頭
の
中
に
は
、
し
っ
か
り
と
「
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。 

与
謝
野
　
要
す
る
に
、
我
々
が
読
ん
で
い
た

原
子
力
発
電
の
教
科
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
考

え
方
な
ん
で
す
。つ
ま
り
ウ
ラ
ン
資
源
は
限

り
が
あ
る
け
れ
ど
、
潜
在
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
全
部
う
ま
く
使
え
ば
、
人
類
が
使
い
切

れ
な
い
ほ
ど
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

出
せ
る
と
い

う
考
え
方
。

第
１
段
階
は

普
通
の
原
子

炉
を
動
か
す
。

す
る
と
使
っ

た
燃
料
か
ら

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

（
※
）
と
残
っ
た

ウ
ラ
ン
が
出

て
く
る
。
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
高

速
増
殖
炉
で

燃
料
に
、
そ

し
て
残
っ
た

ウ
ラ
ン
も
軽
水
炉
で
再
び
使
っ
て
、
全
体
が

う
ま
く
つ
な
が
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
る
と
い
う

理
論
で
す
。 

木
元
　
日
本
の
よ
う
な
資
源
の
な
い
島
国

の
場
合
は
ウ
ラ
ン
を
う
ま
く
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
が
で
き
る
と
い

う
発
想
で
す
よ
ね
。 

与
謝
野
　
そ
う
で
す
。
最
初
に
燃
料
を
輸

入
し
て
、
限
り
な
く
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
。

し
か
し
当
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
カ
ー
タ
ー
大

統
領
が
、
再
処
理
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
す
の
は
核
の
拡
散
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
と
、
こ
れ
だ
け
ウ
ラ
ン
の
埋
蔵
量
が

あ
る
の
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
の
は
非
経
済
的
だ
と
い
う

理
由
か
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
捨
て
て
、

使
用
済
燃
料
は
貯
蔵
し
て
残
し
て
お
く
と

い
う
政
策
に
変
更
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
の
原
子
力
界
に
は
か
な
り
の
打
撃

だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
よ
く
ぞ
あ
の
と
き
、

日
本
の
原
子
力
関
係
者
が
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
と
い
う
考
え
方
を
捨
て
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。 

木
元
　
私
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。 

与
謝
野
　
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
政
策
変
更

以
降
も
、
日
本
の
原
子
力
関
係
者
は
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
固
い
信
仰
を
守
っ
て

や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
去
年

の
秋
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
政
策
が
変

わ
っ
て
き
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
も
、
再
処

理
を
含
め
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
い
う
考

え
方
を
再
び
取
り
戻
し
ま
し
た
し
ね
。 

　
最
近
の
日
本
の
原
子
力
事
情
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
２
つ
の
世
界
的
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。
1
つ
は
世
界
中
で
環
境
に
対

す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
子
力
は
環
境
に
優
し
く
て
負
荷
を
か
け

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
再
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
変
化
は
人
々
が
原
子

力
を
見
直
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

木
元
　
そ
う
で
す
ね
。
先
日
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ム
ー

ア
（
※
）
氏
と
対
談
し
た
の
で
す
が
、
環
境
の

こ
と
を
考
え
、
C
O
2

を
削
減
す
る
上
で
は
、

原
子
力
発
電
が
一
番
良
い
や
り
方
と
強
く

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

与
謝
野
　
も
う
１
つ
の
重
大
な
変
化
は
中

国
や
イ
ン
ド
が
、
か
つ
て
の
日
本
の
よ
う
に

猛
烈
な
経
済
成
長
を
始
め
た
こ
と
で
す
。

経
済
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
そ
れ
な
り
に
増
や
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
の
は
昔
か
ら
の
我
々
の
経
験
則

で
す
。
人
口
が
13
億
人
の
中
国
、
10
億
人

の
イ
ン
ド
が
、
石
油
文
化
を
享
受
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
も
う
石
油
だ
け
に
は
頼
っ
て
い

ら
れ
な
い
と
い
う
現
実
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

木
元
　
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
中
国
は
東

シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
開
発
で
も
一
生
懸
命
に
な

っ
て
い
ま
す
ね
。 

与
謝
野
　
中
国
は
東
シ
ナ
海
ば
か
り
で
は

な
く
て
、ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
石
油
会
社

と
も
協
議
し
て
い
る
し
、
中
近
東
は
大
事
な

場
所
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
か
ら

親
密
外
交
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
日
本

政
府
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
量
の
面
で
も
価
格

の
面
で
も
安
定
的
に
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
に
相
当
頭
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
後

日
本
が
原
子
力
発
電
所
を
さ
ら
に
増
や
し
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
成
立
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
、
難
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
上

で
の
、
大
事
な
大
事
な
日
本
の
カ
ー
ド
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

解説 ※プルトニウム：原子炉で、ウラン238

が中性子を捕獲してウラン239と

なり、プルトニウム239ができる。 

解説 ※原子力政策大綱：今後１０年間程度に進めるべき原子力政

策の基本的な考えを示すものとして、2005年10月11日

に原子力委員会決定され、10月14日に閣議決定が行われた。 

※プルサーマル：再処理によって分離されたプルトニウ

ムをウランと混ぜて、混合酸化物燃料(MOX)に加工し、

これを現在の原子力発電所の軽水炉で使用すること。 

※六ヶ所村再処理工場：青森県下北半島の

付け根に位置する六ヶ所村に現在建設中

の再処理工場。処理能力は年間800トン。 

※パトリック・ムーア：カナダの森林生物学者。世界的な環境保護活

動機関グリーンピースの創設メンバーだったがその後脱会。グリ

ーンピースは原子力反対だが、彼は現在原子力は必要という考え。 

窓の外に国会議事堂が見える大臣室にて 



ヤ
ケ
ド
や
傷
を
キ
レ
イ
に
速
や
か
に
治
す
！ 

電
子
線
照
射
技
術
を
応
用
し
、 

新
し
い
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
創
傷
被
覆
材
を
開
発 

【ＨＰ】ニチバン株式会社 
http://www.nichiban.co.jp/

解説 ※モイストヒーリング：傷口を適度な湿潤状態に保ち、傷口か
らの滲出液（しんしゅつえき）を保持して治療すること。患
部を乾燥させて治療する方法はドライヒーリングと呼ばれる。 

解説 ※ポリビニルアルコール：コンタクトレンズ
や医療材料にも使われている高分子物質。 

※ハイドロゲル：三次元の網目状
に結合された高分子で、多量
の水を含んで膨潤したもの。 

※創傷被覆材：モイストヒーリングの原理で傷を治す
傷当て材。滲出液の中にある「傷を治す成分」を活
かして、新しい皮膚細胞の成長を促し、傷を修復する。 

見
え
る
・
溶
け
な
い
・
く
っ
つ
か
な
い
 

電
子
線
の
照
射
で
理
想
的
な
ゲ
ル
に
 

お話を伺ったニチバン
株式会社研究開発部
係長・東海林寿さん 

乾
か
す
治
療
か
ら
、潤
す
治
療
へ
 

新
し
い
創
傷
被
覆
材
の
開
発
を
目
指
し
て
 

　
従
来
、
ヤ
ケ
ド
や
傷
の
治
療
は
患
部
を

乾
か
し
、
か
さ
ぶ
た
を
作
っ
て
治
す
の
が
常

識
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

傷
口
に
は
ガ
ー
ゼ
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
ガ
ー
ゼ
は
傷
口
と
付
着
し
て
し
ま
う

の
で
、
ガ
ー
ゼ
交
換
時
に
せ
っ
か
く
治
り
か

け
た
傷
の
表
面
を
は
が
し
て
し
ま
い
、
出
血

や
痛
み
も
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
傷
は
皮
膚
細

胞
が
成
長
し
、
新
し
い
皮
膚
が
で
き
て
治
る

も
の
。
細
胞
が
成
長
す
る
た
め
に
は
水
分

が
必
要
で
す
。
ガ
ー
ゼ
を
使
う„
乾
か
す
治

療
“は
皮
膚
細
胞
の
成
長
を
妨
げ
、
傷
の
治

り
そ
の
も
の
を
遅
く
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
患
部
を
適
度
な

湿
潤
状
態
に
保
つ
創
傷
被
覆
材
で
す
。
創

傷
被
覆
材
は
傷
口
か
ら
出
る
滲
出
液
を
保

持
し
て
、
傷
の
治
り
を
早
め
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
医
療
現
場
に
広
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
由
の
一
つ
は
、
医
療
従

事
者
や
患
者
の「
傷
は
乾
か
し
て
治
す
も
の
」

と
の
思
い
込
み
が
払
拭
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
従
来
の
創
傷
被
覆
材
に

は
使
い
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
。
滲

出
液
に
よ
っ
て
創
傷
被
覆
材
が
溶
け
て
、
溶

け
た
一
部
が
傷
口
に
残
る
の
で
す
。 

　「
湿
潤
状
態
を
保
ち
、滲
出
液
を
吸
収
し

て
も
溶
け
ず
、

皮
膚
に
残
ら
な

い
創
傷
被
覆
材

を
作
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
？
」 

と
考
え
て
、
新
た
な
創
傷
被
覆
材
の
開
発

を
目
指
し
た
の
が
ニ
チ
バ
ン
㈱
の
研
究
開
発

部
で
す
。「
新
し
い
創
傷
被
覆
材
の
ア
イ
デ

ア
を
探
し
て
い
ま
し
た
」と
、
東
海
林
さ
ん

が
10
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
そ
ん
な
時
、
ニ
チ
バ
ン
㈱
は
独
立
行
政
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
開
催
す
る
技

術
相
談
会
に
参
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
が
、
原
子
力
機
構
高
崎
研
究
所
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
「
電
子
線
架
橋

法
で
作
っ
た
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
」
で
し
た
。
こ
れ

は
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
※
）
水
溶
液
に

電
子
線（
放
射
線
）を
照
射
す
る
も
の
で
す
。

電
子
線
を
当
て
る
と
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
の
分
子
間
に
共
有
結
合
が
起
き（
架
橋
）、

網
目
構
造
の
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
に
変
化
し
ま

す
。
分
子
間
の
網
目
が
水
を
閉
じ
込
め
て

逃
が
し
ま
せ
ん
。
こ
の
電
子
線
照
射
を
使
っ

た
架
橋
方
法
は
、
架
橋
剤
と
い
う
化
学
物

質
を
使
わ
な
い
の
で
安
全
性
の
高
い
ハ
イ

ド
ロ
ゲ
ル
が
で
き
ま
す
。 

　「
こ
の
技
術
に
出
会
っ
た
時
は
、
驚
き
ま
し

た
。
う
ち
が
求
め
て
い
た
の
は『
こ
れ
だ
！
』

と
思
い
ま
し
た
ね
」 

　
創
傷
被
覆
材

の
素
材
を
求
め

て
い
た
ニ
チ
バ
ン

㈱
と
、ハ
イ
ド
ロ

ゲ
ル
の
技
術
移

転
先
を
探
し
て

い
た
原
子
力
機
 

構
。
両
者
の
求
め

て
い
る
も
の
が

ぴ
っ
た
り
と
重

な
り
ま
し
た
。

平
成
８
年
、
技
術

相
談
会
を
機
に

科
学
技
術
振
興

機
構
の
委
託
開

発
事
業
と
し
て
、

共
同
研
究
を
開

始
し
ま
す
。 

　
電
子
線
を
使
っ
た
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
を
創
傷

被
覆
材
に
応
用
す
る
た
め
、
さ
ら
に
研
究

を
続
け
て
８
年
。
平
成
16
年
６
月
、
適
度
な

強
度
と
吸
水
性
を
持
つ
無
色
透
明
の
ハ
イ

ド
ロ
ゲ
ル
創
傷
被
覆
材
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。 

　
安
定
性
が
高
い
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
は
、
傷
口
か

ら
出
た
滲
出
液
を
吸
収
し
て
も
ゲ
ル
が
溶

け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、は
が
す
時
に
傷
を
い

た
め
ず
、
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。
柔
軟
性
に
優

れ
て
い
る
の
で
、
患
部
に
フ
ィ
ッ
ト
し
ま
す
。

ま
た
、ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
が
ヤ
ケ
ド
や
ケ
ガ
に

よ
り
露
出
し
た
神
経
を
外
気
か
ら
守
り
、

傷
の
痛
み
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。
傷
口
の
細

菌
感
染
を
防

い
だ
り
、
透
明

で
あ
る
こ
と

も
ビ
ュ
ー
ゲ
ル

の
大
き
な
特

長
で
す
。 

　「
従
来
の
透

明
で
な
い
創

傷
被
覆
材
は
、

は
が
し
て
傷

口
を
診
る
し

か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
傷
口
が
外
気
に
触
れ
れ
ば
、
感

染
の
リ
ス
ク
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
透
明

の
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
は
、
は
が
さ
な
く
て
も
傷
口

が
観
察
で
き
ま
す
。
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
の
特
長
を

一
言
で
い
え
ば『
見
え
る
、
溶
け
な
い
、
く
っ
つ

か
な
い
』で
す
ね（
笑
）」 

　
乾
か
す
の
で
は
な
く
、
湿
潤
状
態
で
キ
レ

イ
に
速
や
か
に
治
す
―
。
モ
イ
ス
ト
ヒ
ー
リ

ン
グ
の
考
え
方
の
も
と
に
、
誕
生
か
ら
１
年

半
。
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
は
多
く
の
医
療
機
関
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。（
ビ
ュ
ー
ゲ
ル
は
ニ
チ
バ
ン
㈱

の
登
録
商
標
で
す
） 

創刊号　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　創刊号  

ひ
　

り 



わたしたちの 
究 
研 ① 

　
原
子
力
機
構
と
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
は
、
共
同
で
「
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
※
）（
大
強
度
陽
子
加

速
器
計
画
）」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
中
性
子
や
中
間
子
な
ど
の
粒
子
を
利
用
し
て

原
子
や
原
子
核
の
世
界
を
観
察
し
た
り
、
実
験
が
行
え
る
科
学
者
た
ち
の
夢
を
か
な
え
る
施
設
。
世
界

最
先
端
の
基
礎
研
究
が
可
能
に
な
る
と
い
う
、
こ
の
高
性
能
の
実
験
施
設
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

鈴木國弘さん 
量子ビーム応用研究部門 
計画調整グループリーダー 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
は
ど
の
よ
う
な
 

目
的
を
持
っ
た
施
設
で
、 

ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？
 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
は
 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
 

装
置
な
の
で
す
か
？
 

私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
に
 

生
か
さ
れ
る
よ
う
な
 

研
究
は
あ
り
ま
す
か
？
 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
関
す
る
 

将
来
の
展
望
を
 

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
 

お
も
に
ど
ん
な
研
究
が
 

で
き
る
の
で
す
か
？
 

原子核・素粒子実験施設 
（ハドロン実験施設） 

物質・生命科学実験施設 

ニュートリノ実験施設 

50GeVシンクロトロン 
（周長1600ｍ） 

リニアック(長さ330ｍ） 

核変換実験施設 

3GeVシンクロトロン（周長350ｍ） 

Ｊ－ＰＡＲＣ完成予想図（イメージ図） 

　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
原
子
力
機
構
と
、
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
が
共
同
で
、

茨
城
県
東
海
村
の
原
子
力
機
構
東
海
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設
を
進
め
て
い

る
最
先
端
の
研
究
施
設
で
す
。 

　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
今
ま
で
よ
く
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
原
子
や
原
子
核
な
ど
極

小
の
世
界
を
観
察
し
て
、
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
研
究
施
設
で
す
。
見
え
な
か
っ
た
物

が
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
新
し
い

発
見
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
世
界
中
の
研
究
者
か
ら
関
心

を
集
め
て
い
る
施
設
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

    　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
ま
ず
加
速
器
と
呼

ば
れ
る
装
置
で
原
子
核
に
含
ま
れ
る
陽
子

を
取
り
出
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ま
す

（
加
速
）。
陽
子
は
水
素
か
ら
取
り
出
し
ま

す
。
水
素
を
は
じ
め
全
て
の
物
質
は
原
子

で
で
き
て
お
り
、
原
子
は
中
心
の
原
子
核
と

そ
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
電
子
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
原
子
核
は
プ
ラ
ス

の
電
荷
を
持
つ
陽
子
と
電
荷
を
持
た
な
い

中
性
子
と
い
う
粒
子
か
ら
成
っ
て
い
ま
す

（
水
素
原
子
は
陽
子
１
個
だ
け
）。
水
素
の

温
度
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
る
と
、
原
子
核
（
陽

子
）と
電
子
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
状
態
（
こ

れ
を
プ
ラ
ズ
マ
と
い
う
）に
な
る
の
で
、
そ
こ

に
電
圧
を
か
け
る
と
プ
ラ
ス
の
陽
子
だ
け
が

マ
イ
ナ
ス
側
に
引
き
つ
け
ら
れ
、
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
り
出
し
た
陽
子
に
さ

ら
に
電
圧
を
か
け
て
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
加
速
器
で
す
。 

　
ま
た
大
強
度
と
は
加
速
で
き
る
陽
子
の

数
が
膨
大
で
、
し
か
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
に
加

速
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｊ-
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
場
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
い
う
と
５０
G
e
V

（
5
0
0
億
電
子
ボ
ル
ト
、
陽
子
の
ス
ピ
ー
ド

は
光
の
速
さ
の
９９
・
９８
％
）ま
で
加
速
で
き

ま
す
。
ま
た
陽
子
は
細
い
線
の
よ
う
な（
し

か
し
そ
の
線
の
中
に
陽
子
は
何
兆
個
も
の

塊
に
な
っ
て
い
る
）
形
で
加
速
さ
れ
る
の
で

陽
子
ビ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
陽
子
ビ
ー
ム

を
金
属
の
標
的
（
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
場
合
水

銀
な
ど
）に
衝
突
さ
せ
る
と
、
陽
子
ビ
ー
ム

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
金
属
の
原
子
核
が

破
壊
さ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
原
子
核
の
中

か
ら
中
性
子
や

中
間
子
な
ど
の

粒
子
が
発
生

し
ま
す
が
、
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
は

こ
れ
ら
の
中
性

子
や
中
間
子
な

ど
の
粒
子
を
ビ

ー
ム
状
に
取
り

出
し
て
利
用
す

る
実
験
施
設

が
あ
り
、
そ
こ

で
原
子
や
原
子

核
の
世
界
を
観

察
し
ま
す
。
陽
子
の
数
が
多
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
高
い
大
強
度
で
あ
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の

強
力
な
中
性
子
や
中
間
子
を
生
み
出
せ
、

原
子
の
世
界
を
さ
ら
に
よ
く
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。 

    　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
利
用
し
て
行
う
研
究
の

目
的
は
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１

つ
は
最
先
端
技
術
を
研
究
し
て
暮
ら
し
に

役
立
つ
成
果
を
上
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
も
う

1
つ
は
未
知
の
世
界
を
探
る
知
識
の
最
先

端
を
目
指
す
研
究
で
す
。 

　
技
術
の
最
先
端
を
目
指
す
研
究
は
、
主

に
中
性
子
を
利
用
す
る
も
の
で
、
材
料
の

性
質
を
調
べ
た
り
、
新
素
材
を
研
究
す
る

よ
う
な
物
質
科
学
研
究
と
、
タ
ン
パ
ク
質
の

構
造
を
解
析
し
た
り
、
効
果
の
高
い
薬
を

研
究
す
る
よ
う
な
生
命
科
学
研
究
が
あ
り

ま
す
。
特
に
中
性
子
は
Ｘ
線
で
は
よ
く
見

え
な
い
と
さ
れ
る
水
素
や
リ
チ
ウ
ム
の
よ
う

な
軽
い
元
素
を
見
る
こ
と
も
得
意
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
物
質
の
状
態
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
知
識
の
最
先
端
を
目
指
す
中
間

子
や
素
粒
子
を
用
い
た
研
究
で
は
、
宇
宙

の
始
ま
り
を
研
究
し
た
り
、
謎
が
多
い
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
の
秘
密
を
探
る
よ
う
な
研
究
も

行
わ
れ
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
研
究

で
す
ね
。 

    　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
よ
う
な
研

究
は
、
中
性
子
を
利
用
し
た
物
質
・
生
命

科
学
研
究
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
私
た
ち
の
体
を
作
っ
て
い
る
た

ん
ぱ
く
質
の
状
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
難

病
治
療
薬
を
開
発
し
た
り
、
お
肌
の
シ
ミ

を
消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
化
粧
品
の
開
発

な
ど
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
中

性
子
を
利
用
す
る
と
植
物
中
の
水
の
あ
る

場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
研

究
を
応
用
す
れ
ば
農
業
や
林
業
の
発
展
の

手
助
け
に
な
り
ま
す
。
根
か
ら
グ
ン
グ
ン
水

を
吸
い
上
げ
る
植
物
を
研
究
し
て
砂
漠
を

緑
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
環
境
問
題
の

解
決
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
環
境
問
題
と
言
う
こ
と
で
は
物
質

科
学
研
究
も
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
携

帯
電
話
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
よ
り
高
品
質
で
よ
り
小
型

化
す
れ
ば
、
公
害
の
な
い
電
気
自
動
車
の
実

用
化
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
ほ
か
に

も
超
伝
導
材
料
を
開
発
し
て
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
に
応
用
し
た
り
、
中
性
子
ビ
ー
ム

で
工
業
製
品
な
ど
を
壊
さ
ず
に
金
属
の
内

部
の
状
態
を
調
べ
る
非
破
壊
検

査
も
重
要
な
技
術
で
す
。 

    　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
同
じ
規
模
の

装
置
は
、
今
世
界
で
日
本
と
ア
メ

リ
カ
だ
け
が
建
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
施
設
は
優
秀

な
研
究
者
た
ち
か
ら
、
長
年
切
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
完
成
し
た
暁
に

は
、
国
内
外
か
ら
優
れ
た
研
究
者
が
施
設

を
利
用
し
て
研
究
す
る
た
め
に
訪
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

　
物
質
・
生
命
科
学
実
験
施
設
で
は
、
国

内
外
の
研
究
者
が
自
分
の
研
究
に
適
し
た

中
性
子
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
ビ
ー
ム
ラ
イ

ン
と
呼
ば
れ
る
利
用
実
験
施
設
を
23
本

設
置
し
ま
す
。
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
長
さ
や
中

性
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
幅
広
い
分
野
の
研
究
に
対
応
で
き

ま
す
。
こ
の
う
ち
２
本
は
茨
城
県
が
整
備

を
進
め
て
い
て
、
県
内
の
企
業
や
団
体
の
方

な
ど
に
利
用
し
て
も
ら
い
地
域
の
産
業
振

興
に
役
立
た
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
利
用
し
た
研
究
か
ら
発

信
さ
れ
る
最
先
端
の
科
学
技
術
の
成
果
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
知
識
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

百合の花の透過写真 
中性子が植物の内部の水分子に反応する
ため、花や葉脈の水のある部分（黒く写って
いる部分）が鮮明に透過されて写し出される。
地中での植物の根の観察なども可能になる。 

Ｊ-ＰＡＲＣセンター発足 

原子力機構と高エネルギー加速器研究機
構は、J-PARC（大強度陽子加速器計画）
の建設を進めるにあたり、「J-PARCセン
ターの設置等に関する協定」を締結すると
ともに、同協定に基づき「J-PARCセンター」
を設置しました。平成20年度から予定して
いる施設の利用に先立ち、両機関の協力で
J-PARCの運営業務を円滑に実施するこ
とを目的としています。 
センターは加速器ディビジョン、安全ディビ
ジョン、業務ディビジョンの3つのディビジョ
ンの組織で構成されていますが、今後の装
置建設の進捗に合わせ、さらに組織が充実
される予定です。 

二次粒子発生イメージ図 
加速した陽子が標的の原子核を
壊し、さまざまな粒子が飛び出す。 

陽子 

陽子 

中性子 

原始核標的 

π中間子 

ミュオン 

ニュートリノ 

K中間子 
 

反陽子 

中性子 
創刊号　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　創刊号  

解説 ※J-PARC：Japan Proton Accelerator Reseach Complexの略称 
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量子ビーム応用研究部門 
陽子加速器施設開発ユニット長 
高知県出身 
「チェロ演奏が趣味で、たまに水戸楽団に
参加して音楽を楽しんでいます」 

量子ビーム応用研究部門　中性子産業利
用技術研究ユニットパルス中性子装置開発
研究グループ・リーダー　群馬県出身 
「物づくりが好きですから、日曜大工でよく
あれこれ作っていますよ」 

量子ビーム応用研究部門　中性子産業利
用技術研究ユニット長　奈良県出身 
「最近はトレッキングを楽しむ時間がない
のですが、千波湖周辺を散策して自然と親
しんでいます」 

量子ビーム応用研究部門　 
中性子生命科学研究ユニット 生体分子構造
機能研究グループ研究員　福井県出身 
「実はここしばらく韓国フリーク中で、食べ
物やお酒、映画などに夢中なんです」 

　
原
子
力
機
構
と
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）が
共
同
で
進
め
て
い
る
Ｊ-

P
A
R
C
の
建
設
。
科
学

技
術
の
粋
を
極
め
た
研
究
施
設
で
、
中
性
子
や
素
粒
子
な
ど
の
研
究
開
発
を
行
う
場
所
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
加
速

さ
せ
た
陽
子
で
中
性
子
や
中
間
子
な
ど
の
粒
子
を
ビ
ー
ム
状
に
取
り
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
観
察
し
ま
す
。
見
え
な

か
っ
た
ミ
ク
ロ
の
世
界
が
見
え
る
と
、
画
期
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
現
在
、
国
内
外
の
研
究
者

た
ち
の
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
力
を
注
ぐ
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
を
 

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
将
来
の
 

展
望
や
、
ご
自
分
の
抱
負
 

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

現
在
の
仕
事
で
実
感
し
て
 

い
る
使
命
、
や
り
が
い
は
 

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？
 

池
田
　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
関
し
て
は

原
子
力
機
構
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
期
間
内
に
与
え
ら
れ
た

性
能
の
施
設
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
。
私
は
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
約

2
0
0
〜
3
0
0
人
の
総
括
で
、

日
々
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

森
井
　
私
は
量
子
ビ
ー
ム
応
用
研

究
部
門
の
中
性
子
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル

ー
プ
に
い
て
、
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
ど

の
よ
う
な
中
性
子
実
験
装
置
を
作

る
か
、
将
来
的
に
中
性
子
研
究
の

産
業
利
用
を
い
か
に
進
め
る
か
、

そ
の
組
織
づ
く
り
や
制
度
も
含
め

て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

新
井
　
私
た
ち
が
担
当
す
る
物
質
・

生
命
科
学
実
験
施
設
に
は
23
本

の
中
性
子
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
が
作
ら
れ
、

多
様
な
実
験
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
全
て
種
類
の
違
う
装
置
を
置

く
た
め
、
機
構
の
職
員
は
も
ち
ろ

ん
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
職
員
、
大
学
の
先
生

や
産
業
界
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ユ
ー
ザ
ー
を
交
え
た
混
成
部
隊
を

作
っ
て
い
ま
す
。
完
成
ま
で
あ
と

わ
ず
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

も
力
が
入
る
時
期
で
す
ね
。 

栗
原
　
私
は
元
々
タ
ン
パ
ク
質
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
体
高

分
子
を
、
中
性
子
を
利
用
し
て
分

子
レ
ベ
ル
で
観
察
し
、
物
質
の
働

き
を
調
べ
る
ん
で
す
。
現
在
は
茨

城
県
が
提
案
し
て
い
る
２
本
の
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
、

「
生
命
物
質
構
造
解
析
装
置
」
の

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

    池
田
　
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
国
内
初

の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
世
界

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
施
設
の
建

設
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
居
合
わ
せ

て
、
自
分
が
貢
献
で
き
る
こ
と
が

非
常
に
嬉
し
い
で
す
ね
。
期
待
に

応
え
た
い
と
思
い
ま
す
よ
。 

新
井
　
私
に
は
長
い
人
生
の
夢
で

し
た
。
1
9
8
0
年
に
Ｋ
Ｅ
Ｋ
に

J-

P
A
R
C
の
中
性
子
施
設
の

前
身
と
な
る
施
設
を
立
ち
上
げ

た
の
が
、
大
学
生
時
代
の
恩
師
な

の
で
す
。『
将
来
は
君
が
こ
の
次
の

施
設
を
作
っ
て
く
れ
。一
生
の
仕
事

と
思
っ
て
』
と
遺
言
を
遺
さ
れ
ま

し
て
ね
。
自
分
で
も
日
本
発
祥
の

技
術
を
育
て
た
い
と
強
く
思
い
、

今
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
慨

を
覚
え
ま
す
ね
。 

栗
原
　
中
性
子
で
タ
ン
パ
ク
質
中

の
水
素
を
含
め
た
全
体
構
造
を

調
べ
て
い
ま
す
が
、
技
術
的
に
難

し
い
。
原
子
炉
の
装
置
で
で
も
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
は
パ
ル
ス
中
性
子
源
を

使
っ
た
生
命
物
質
用
の
装
置
を
使

え
、
さ
ら
に
密
度
の
濃
い
研
究
が

で
き
る
の
で
す
。
世
界
的
に
も
こ

ん
な
名
誉
な
研
究
者
は
少
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

森
井
　
そ
う
で
す
ね
。
栗
原
さ
ん

の
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
は
、
新
し
い

薬
の
開
発
な
ど
に
も
非
常
に
有
用

な
ん
で
す
よ
。
ま
た
新
井
さ
ん
の

得
意
分
野
で
あ
る
ガ
ラ
ス
な
ど
の

非
晶
質
物
質
や
高
温
超
伝
導
の

謎
を
解
明
す
る
の
に
も
中
性
子
の

利
用
は
重
要
と
い
え
ま
す
。 

新
井
　
そ
う
い
う
意
味
で
も
自

分
の
人
生
を
賭
け
て
世
界
に
冠
た

る
研
究
所
と
な
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
た
い
で
す
ね
。 

森
井
　
こ
の
施
設
で
は
基
礎
的
研

究
を
ど
ん
ど
ん
産
業
利
用
で
き

る
ん
で
す
。
中
性
子
ビ
ー
ム
を
使

え
ば
、
物
理
か
ら
化
学
、
生
物
学
、

高
分
子
科
学
、
工
学
な
ど
い
ろ
ん

な
分
野
の
研
究
が
可
能
に
な
り
ま

す
し
、
中
性
子
が
い
か
に
役
立
つ

か
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

よ
い
機
会
に
も
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

中性子利用研究ビームライン 
物質・生命科学実験施設には最終的に23本
のビームラインが設置される。図には、ビーム
供与が始まる2008年度までに建設が計画さ
れている装置を示している。発生した中性子
は目的別に長さや種類の異なる多様な測定装
置に導かれ、さまざまな実験を行ことができる。 

物質構造解析装置 
（原子力機構） 

生命物質構造 
解析装置（茨城県） 

生体構造解析装置 
（原子力機構） 超高分解能粉末 

回折装置（KEK） 

ナノ構造解析装置 
（原子力機構） 

中性子反射率計 
（KEK） 

中性子スピンエコー 
分光器（京大） 

高分解能型 
チョッパー分光器 

（KEK） 

陽子ビーム 

４次元空間 
中性子探査装置 

（原子力機構・KEK・大学） 

低エネルギー分光器 
（原子力機構） 

液体・アモルファス 
解析装置（KEK） 

ダイナミクス解析装置 
（原子力機構） 

材料構造解析装置（茨城県） 

新材料解析装置 
（原子力機構） 

池田裕二郎さん 新井正敏さん 森井幸生さん 栗原和男さん 

池
田
　
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い

る
高
性
能
の
施
設
で
す
が
、
大
き
な

電
力
や
重
量
機
器
を
扱
う
た
め
安

全
確
認
は
最
重
要
課
題
で
す
。
チ

ー
ム
の
融
合
を
図
り
、
成
果
を
上
げ

る
施
設
を
作
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。 

新
井
　
イ
ギ
リ
ス
に
は
20
年
前
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
同
じ
規
模
の

施
設
が
こ
の
６
月
か
ら
動
き
始
め

ま
す
。
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
そ
れ
を
さ

ら
に
増
強
さ
せ
た
施
設
で
、
そ
こ

に
我
々
が
い
る
。
勝
ち
た
い
の
は
当

然
で
す
が
、
科
学
の
発
展
に
は
世

界
の
３
者
で
競
争
や
協
調
、
得
意

分
野
で
は
支
援
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。 

栗
原
　
た
と
え
ば
タ
ン
パ
ク
質
の

分
析
に
は
、
解
析
装
置
の
性
能
を

上
げ
、
結
晶
を
大
き
く
し
て
十
分

な
シ
グ
ナ
ル
を
取
る
と
い
う
両
輪

の
研
究
が
有
用
で
す
。
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｃ
で
装
置
は
で
き
ま
す
か
ら
、
あ

と
は
結
晶
育
成
の
研
究
者
が
集

ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
技
術
向
上

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
装
置
を
外
部

の
研
究
者
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
使
え

る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立

も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

森
井
　
こ
れ
ま
で
J
R
R-

３
と

い
う
研
究
炉
を
使
っ
て
中
性
子
の

実
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
利

用
者
が
多
く
て
十
分
な
実
験
時

間
が
取
れ
な
か
っ
た
。
Ｊ-

Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｃ
は
容
易
に
実
験
で
き
る
高
性
能

な
施
設
で
す
。
期
待
さ
れ
て
い
る

の
は
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
、
高

温
超
伝
導
機
構
解
明
、
機
械
部

品
の
強
度
を
調
べ
る
残
留
応
力
解

析
な
ど
で
す
が
、
多
様
な
分
野
か

ら
訪
れ
る
利
用
者
た
ち
を
支
援

し
て
、
次
世
代
の
研
究
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

新
井
　
願
わ
く
ば
こ
こ
か
ら
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
出
し
た
い
で
す
ね
。
国
内

外
か
ら
産
業
界
や
基
礎
科
学
を

含
め
た
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
が
殺
到
す

る
く
ら
い
魅
力
あ
る
施
設
に
す
る

の
が
最
終
的
な
夢
で
す
。
国
際
貢

献
に
も
つ
な
が
る
施
設
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 
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「未来へ げんき」編集部では、皆さまからのアンケートハガキを募

集しています。ぜひ、とじ込みのハガキに御記入の上、御応募くだ

さい。皆さまからお寄せいただきました貴重なご意見は、今後の編集

に反映させてまいります。 

         編集後記 

広報誌「未来へ げんき」が創刊になりました。特集として掲載しました、

与謝野馨大臣と木元教子氏の対談、いかがでしたか？　日本における

エネルギー政策の中での原子力発電の位置づけ、そして、昨年１０月に、

日本で唯一の原子力の研究開発機関として発足した独立行政法人日本

原子力研究開発機構の使命と意義を感じていただけたことと思います。

広報誌「未来へ げんき」では、みなさまのご意見をお伺いし、原子力機構

の業務、そして原子力に関することをより分かりやすい言葉で正確に、

みなさまに提供できるよう、未来に向けて、元気に頑張ってまいります。 

原子力機構の 
研究開発拠点エリアマップ 

「もんじゅ」におけるFBRサイ
クル実用化へ向けた研究開発、
「ふげん」における廃止措置研
究、技術研修の実施 

高レベル放射性廃棄物処分研究（堆積岩系
対象）を実施 

放射線応用研究を推進、量子ビーム
応用研究を実施 

高崎量子応用研究所 G

原子炉施設の廃止措置等を実
施、加速器質量分析装置の運転・
維持管理および分析技術開発 

高速実験炉常陽、照射後試験実施等によ
るFBRサイクル技術開発を実施、革新的
原子炉や原子力の多様な利用に関する
研究開発を実施 

東海研究開発センター C

法人の業務運営、廃止措置等
に係わる中核的機能 

本部 

ITER計画推進、炉心プラズマ研究、核融
合工学研究開発を実施 

高度計算科学技術の推進、
シミュレーション技術開発 

ウラン濃縮関連施設の廃止措置を実施、
解体エンジニアリングシステムの開発 

人形峠環境技術センター K

高レベル放射性廃棄物処分研究（結晶質
岩系対象）を実施、地層科学研究を推進 

研究開発拠点エリアマップデータ 
 

本部 
〒319-1184 茨城県那珂郡東海村村松4番49  
電話029-282-1122（代表） 
 

東京地区 

システム計算科学センター  
〒110-0015 東京都台東区東上野6丁目9番地3号  
電話03-5426-2505（代表） 
 
東京事務所 
〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目1番地8号  
電話03-3592-2111（代表） 
 

東海研究開発センター 
〒319-1195 茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4  
電話029-282-5111（代表） 
 
原子力科学研究所 
〒319-1195 茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4  
電話029-282-5111（代表） 
 
核燃料サイクル工学研究所 
〒319-1194 茨城県那珂郡東海村村松4番地33  
電話029-282-1111（代表） 
 

大洗研究開発センター 
〒311-1313 茨城県東茨城郡大洗町成田町4002番地  
電話029-267-4141（代表） 
 

敦賀地区 

敦賀本部  
〒914-8585 福井県敦賀市木崎65号20番  
電話0770-23-3021（代表） 
 
高速増殖炉研究開発センター 
〒919-1279 福井県敦賀市白木2丁目1番地  
電話0770-39-1031（代表） 
 
原子炉廃止措置研究開発センター（仮称）※ 
〒914-8510 福井県敦賀市明神町3番地  
電話0770-26-1221（代表） 
 

那珂核融合研究所 
〒311-0193 茨城県那珂市向山801番地1  
　電話029-270-7213（代表） 
 

高崎量子応用研究所 
〒370-1292 群馬県高崎市綿貫町1233番地  
電話027-346-9232（代表） 
 

関西光科学研究所 

木津 
〒619-0215 京都府相楽郡木津町梅美台8丁目1番  
電話0774-71-3000（代表） 
 
播磨 
〒679-5148 兵庫県佐用郡佐用町光都1丁目1番地1号  
電話0791-58-0822（代表） 
 

幌延深地層研究センター 
〒098-3207 北海道天塩郡幌延町北進432-2  
電話01632-5-2022（代表） 
 

東濃地科学センター 
〒509-5102 岐阜県土岐市泉町定林寺959番地31  
電話0572-53-0211（代表） 
 

人形峠環境技術センター 
〒708-0698 岡山県苫田郡鏡野町上齋原1550番地  
電話0868-44-2211（代表） 
 

むつ事業所 
〒035-0022 青森県むつ市大字関根字北関根400番地  
電話0175-23-4211（代表） 
 

※「新型転換炉ふげん発電所」を廃止措置に関わる法手続後
に改称予定 

拠点紹介 

光量子利用・放射光研究・先進光源開発
研究を推進 

関西光科学研究所 
 

H
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原子力機構の各拠点は、国際的な原子力研究開発の中核的拠点の実現のため、基礎・基盤

研究等を総合的に推進し、効率的で効果的な経営・業務運営体制の構築を目指しています。 
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原子力機構の情報は、インターネットで自由にご覧いただけます。 

　インターネットホームページアドレス http://www.jaea.go.jp/

皆さまの「声」を紹介いたします 

●メルマガ配信の募集について 
原子力機構は、メールマガジンにより情報を配信しています。メール

マガジンでは、原子力機構の最近のプレス発表、イベント募集開催

等の情報を随時お知らせいたします。配信を希望される方は、

下記ホームページよりお申し込みください。 

Infomation

P L A Z AP L A Z A

原子力科学研究所：安全研究、原子力基礎・
基盤研究の推進、中性子利用研究の推進、
研修事業を実施 
核燃料サイクル工学研究所：高レベル放
射性廃棄物処分研究、FBR燃料加工開発、
軽水炉再処理を実施 

大洗研究開発センター D

敦賀地区 

幌延深地層研究センター 

那珂核融合研究所 

東京地区 

東濃地科学センター 

E

I

むつ事業所 L

F

B

J

A


